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DUSP16; KIAA1700; MKP7; Dual specificity protein phosphatase 16; Mitogen-activated

protein kinase phosphatase 7; MAP kinase phosphatase 7; MKP-7
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	応用
	抗原情報
	背景
	二重特異性ホスファターゼ16（DUSP16）ホモサピエンス この遺伝子は、二重特異性タンパク質ホスファターゼサブファミリーに属するミトゲン活性化タンパク質キナーゼホスファターゼをコードしています。これらのホスファターゼは、ホスホセリン/スレオニン残基とホスホチロシン残基の両方を脱リン酸化することにより、標的キナーゼを不活性化します。コードされたタンパク質は、c-Junアミノ末端キナーゼ（JNK）および細胞外シグナル制御キナーゼ（ERK）経路を特異的に制御します。[RefSeq提供、2010年5月],触媒活性：リン酸化タンパク質 + H(2)O = タンパク質 + リン酸。,触媒活性：タンパク質チロシンリン酸 + H(2)O = タンパク質チロシン + リン酸。,機能：MAPキナーゼの不活性化に関与。,類似性：タンパク質チロシンホスファターゼファミリーに属します。非受容体クラス二重特異性サブファミリー。,類似性：1つのロダネーゼドメインを含みます。,類似性：1つのチロシンタンパク質ホスファターゼドメインを含みます。,
	研究分野
	MAPK_ERK_成長;MAPK_G_タンパク質;
	画像データ
	

	DUSP16抗体を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	DUSP16抗体を用いたJurkat細胞およびCOLO205細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

